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正誤問題は、文法、語法の基礎の確認に最適です。ただ、この学部の正誤問題は「誤った英語表現」と

いうより、出題者が想定している場面にふさわしい言い回しでないものは「誤り」にすることを求めている

ようだ。

ice cap=a permanent covering of ice e.g. in polar regions. ice cap は大きさ。Smallest

... due in part to global warming=in part(partly) due to global warming

signもありうるのだろうが、それだと「名前」ではなく、「あなたを表すしるし」それも家紋のようなものではな

く、〇、△、×、□といった「しるし」。nameか signatureを使う方が無難。fill in=書き入れる、記入する

wrongは形容詞、addressedを修飾しているので、wrongly

miss を誤りとしたいのか？英語として誤りかどうかでは「誤りなし」。ただし、日本語の「ミス」を意味したい

のであれば、mistake。 upon（on）...ing =.～するとすぐに、

Ａが「過去完了進行形」になっていることからも、連絡がついた、ということがわかる。all of the day→all
the day=一日中。notify 人 of ～ （人）に of ～（以下のこと）を知らせる、通知する

正誤問題の定番というべき問題。These-years-old boys →These-year-old boys
B: S+V+O+O 第四文型

C-D： help+O+原形不定詞
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D: toは不要だが、つけても誤りではない。near副詞＋ｔｏ前置詞。toを省くとｎｅａｒは前置詞。

in the wake of1 ～に続いて、～の後（で）、～を受けて、

heavy machineriesの machineryは「不可算名詞」。

put(set) ... to work ．．．を動かす、を始動させる

search for + O と search+O の違い：The policeman searched him for a gun. 警官は銃を持っていないか

と彼の身体検査をした. 直接の目的語のあとには「探す場所」、forの後には「探すもの、人」がくる。

B:は、ofの後に定冠詞を必要とするかという点で迷う人も。広範囲の調査であれば不特定。

C:過去完了形である点が首を傾げたくなるが、誤りとはいえない。期間は forで表すが、about,more than,
less thanなど修飾語句がくると省略されるのが普通。

上記の文の状況では、convenientは人を主語にしない。availableにするか。

convenientを使うとすれば：

It well not be convenient for me to attend the meeting ．．．

出題者が求めているであろうと思われる解答例：


